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§5

情
報
工
学
部

3 年次別授業科目表

〔情報工学部〕各学科共通 教養力育成科目表
別表 年次別授業科目表

福岡工業大学情報工学部履修要項

（科目名の右側の数字は単位数、○印は必修科目）

　　　年次

区分

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

前　期 後　期 前　期 後　期 前　期 後　期 前　期 後　期

基礎科目

知と教養 2

文
化
・
社
会

日本国
憲法 2 市民生活

と法 2 日本国
憲法 2 市民生活

と法 2

現代倫理 2 コミュニケー
ションの心理学 2 現代倫理 2 コミュニケー

ションの心理学 2

日本文学 2 歴史学
概論 2 日本文学 2 歴史学

概論 2

九州学 2 地理学
概論 2 九州学 2 地理学

概論 2

社会学
入門 2 経済学

入門 2 社会学
入門 2 経済学

入門 2

異文化
理解 2 地域創生

入門 2 異文化
理解 2 地域創生

入門 2

日本事情Ⅰ
（留学生科目） 2 日本事情Ⅱ

（留学生科目） 2

自
然

生命と
生態系 2 地球と環境 2 生命と

生態系 2 地球と環境 2

物質と化学 2 自然と科学 2 物質と化学 2 自然と科学 2

キャリア科目 キャリア形成 ② コミュニケー
ション基礎 ② インターン

シップⅠ 2 日本語表現
法 2 インターン

シップⅡ 2

外国語科目

Advanced
English A 2 Advanced

English B 2 Advanced
English C 2 Advanced

English D 2 Academic
English A 2 Academic

English B 2 Academic
English C 2 Academic

English D 2

English A 2 English B 2 English C 2 English D 2 Conver- 
sation A 2 Conver-

sation B 2 Conver-
sation C 2 Conver-

sation D 2

中国語Ⅰ 2 中国語Ⅱ 2

韓国語Ⅰ 2 韓国語Ⅱ 2

日本語Ⅰ
（留学生科目） 2 日本語Ⅱ

（留学生科目） 2

ウェルネス
科　　　目

ウェルネス
基礎 ② ウェルネス

応用 2

［注１］基礎科目から10単位以上、キャリア科目から４単位以上、外国語科目から８単位以上（うち１・２年次の英語科目８単位）、ウェルネ
ス科目から２単位以上、合計24単位以上を取得しなければならない。

［注２］英語科目のうち「Advanced English A 〜 D」、「English A 〜 D」については、習熟度別に指定されたどちらかの科目を、トピックス
を選択して受講するものとする（トピックスの受講人数は希望者数に応じて調整をする場合がある）。また、「Academic English」・
「Conversation」は、「Advanced English A 〜 D」もしくは「English A 〜 D」の単位を取得した場合に受講できる。

［注３］「日本語Ⅰ」「日本語Ⅱ」「日本事情Ⅰ」「日本事情Ⅱ」は留学生のみ受講できる。
［注４］協定校（日本語センター）からの留学生は、日本語能力試験（N2）に合格しなければ、「卒業研究」を履修することができない。



［注２］ 「情報技術資格Ⅰ」及び「情報技術資格Ⅱ」は、該当する資格を取得したものについても、届け出により単位を認定する。

［注１］「線形代数Ⅰ」、「解析Ⅰ」、「数学演習」、「物理学Ⅰ」、「線形代数Ⅱ」、「解析Ⅱ」及び「物理学Ⅱ」は習熟度別にクラス分けして行う。

（科目名の右側の数字は単位数、○印は必修科目）
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応用幾何学代数学と
暗号

代数学と
符号化

線形代数Ⅰ

解析Ⅰ

物理学Ⅰ

数学演習

物理学Ⅱ

情報物理
実験

線形代数Ⅱ

解析Ⅱ 解析Ⅲ 微分方程式 複素関数論

幾何学と
マルチメディア

情報基礎
工　　学

情報工学
マルチメディア

Web技術
画像処理

工学

コンピュータ
グラフィックス

システム
工　　学

論理回路

応用プログ
ラミングⅡ 人工知能

デジタル
制御工学

ロボット
シミュレーション

共　通

テクニカル
ライティング

アカデミック
プレゼンテーション情報解析学 確率統計

情報技術史

技術基礎
数学

電気工学
基礎

フューチャー
プランニング

情報技術者
倫理

電子工学
基礎

Ｃプログラ
ミングⅠ

データ構造と
アルゴリズム

計算機
工学Ⅱ

先端
技術展望

生体情報
計測学

応用プログ
ラミングⅠ

情報ネットワーク
システム

システム
制御工学Ⅱ

機械
システム論

知能ロボット
工学

生体
システム論

組込み
システム

基礎ロボット
工学

システム制御
工学Ⅰ

メカトロ
アクチュエータ

システム
開発応用

情報
リテラシー

フレッシュマン
プログラム

Ｃプログラ
ミングⅡ

② ② ②

2

②

ロボット設計

計算機
工学Ⅰ

センサ
情報処理

情報技術
資格Ⅱ

情報システム
工学実験Ⅰ

情報システム
工学概論

情報システム
工学実験Ⅱ

情報技術
資格Ⅰ

情報システム
工学実験Ⅲ

情報システム
工学実験Ⅳ 卒 業 研 究 ⑥

年次
区分

１年 次 ２年 次 ３年 次 ４年 次
前　期 後　期 前　期 後　期 前　期 後　期 前　期 後　期

年次
区分

１年 次 ２年 次 ３年 次 ４年 次
前　期 後　期 前　期 後　期 前　期 後　期 前　期 後　期

②

■専門基礎科目

■専門教育科目
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§ 5-1
―――――
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報
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学
科

§ 5-2
―――――
情
報
通
信
工
学
科

§ 5-3
―――――
情
報
シ
ス
テ
ム

工
学
科

§ 5-4
―――――
シ
ス
テ
ム

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

〔情報工学部〕情報システム工学科 専門基礎及び専門教育科目表
別表 年次別授業科目表

福岡工業大学情報工学部履修要項
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4 関与度一覧表
■教養力育成科目のディプロマ・ポリシーに対する関与度一覧表

科目区分 科目名 必・選 DP に対する関与の程度
A B C D E F G H I 

基礎科目

知と教養 選択 〇 ◎ ◎ 〇 〇 ◎

文
化
・
社
会

日本国憲法 選択 ◎
市民生活と法 選択 ◎

現代倫理 選択 ◎ ◎
コミュニケーションの心理学 選択 ◎ ◎

日本文学 選択 ◎
歴史学概論 選択 〇 ◎

九州学 選択 ◎
地理学概論 選択 〇 ◎
社会学入門 選択 ◎
経済学入門 選択 ◎
異文化理解 選択 ◎ ◎ ◎

地域創生入門 選択 〇 ◎ 〇 ◎
日本事情Ⅰ（留学生科目） 選択 ◎
日本事情Ⅱ（留学生科目） 選択 ◎

自
然

生命と生態系 選択 ◎ 〇
地球と環境 選択 ◎ 〇
物質と化学 選択 ◎ 〇
自然と科学 選択 ◎ 〇

キャリア科目

キャリア形成 必修 ◎ ◎ ◎ 〇
コミュニケーション基礎 必修 ◎ ◎ ◎

日本語表現法 選択 ◎
インターンシップⅠ 選択 〇 〇 ◎
インターンシップⅡ 選択 〇 〇 ◎ 〇

外国語科目

Advanced　English　A 選択 ◎ ◎
Advanced　English　B 選択 ◎ ◎
Advanced　English　C 選択 ◎ ◎
Advanced　English　D 選択 ◎ ◎

English　A 選択 ◎ ◎
English　B 選択 ◎ ◎
English　C 選択 ◎ ◎
English　D 選択 ◎ ◎

Academic　English　A 選択 ◎ ◎
Academic　English　B 選択 ◎ ◎
Academic　English　C 選択 ◎ ◎
Academic　English　D 選択 ◎ ◎

Conversation　A 選択 ◎ ◎
Conversation　B 選択 ◎ ◎
Conversation　C 選択 ◎ ◎
Conversation　D 選択 ◎ ◎

中国語Ⅰ 選択 〇 ◎ 〇
中国語Ⅱ 選択 〇 ◎ 〇
韓国語Ⅰ 選択 〇 ◎ 〇
韓国語Ⅱ 選択 〇 ◎ 〇

日本語Ⅰ（留学生科目） 選択 ◎
日本語Ⅱ（留学生科目） 選択 ◎

ウェルネス科目
ウェルネス基礎 必修 〇 ◎ ◎
ウェルネス応用 選択 ◎ ◎ 〇

教職科目 ≪別途≫
注記：◎は特に関与が高い科目、〇は関与する科目を示す（必修、選択科目の別を表すものではない）
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§ 5-1
―――――
情
報
工
学
科

§ 5-2
―――――
情
報
通
信
工
学
科

§ 5-3
―――――
情
報
シ
ス
テ
ム

工
学
科

§ 5-4
―――――
シ
ス
テ
ム

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

（情報システム工学科）

区分 授業科目名 必／選 学年 学期 形態 DP に対する関与の程度
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ

専
門
基
礎
科
目

線形代数Ⅰ 必修 1 前　 講義 ◎
線形代数Ⅱ 必修 1 　後 講義 ◎
数学演習 必修 1 前　 講義 ◎
解析Ⅰ 必修 1 前　 講義 ◎
解析Ⅱ 必修 1 　後 講義 ◎
解析Ⅲ 選択 2 前　 講義 ◎
微分方程式 選択 2 　後 講義 ○
幾何学とマルチメディア 選択 3 前　 講義 ○
代数学と暗号 選択 3 　後 講義 ○
応用幾何学 選択 4 前　 講義 ○
代数学と符号化 選択 4 前　 講義 ○
物理学Ⅰ 必修 1 前　 講義 ◎
物理学Ⅱ 選択 1 　後 講義 ◎
情報物理実験 必修 1 　後 講義 ◎ ◎ ○ ○
複素関数論 選択 3 前　 講義 ○

専
門
教
育
科
目

情
報
基
礎
工
学

技術基礎数学 必修 1 前　 講義 ○ ◎
情報技術史 選択 2 　後 講義 ◎ ◎ ◎
電気工学基礎 必修 1 　後 講義 ◎
論理回路 必修 2 前　 講義 ◎
電子工学基礎 必修 1 　後 講義 ◎
確率統計 必修 2 　後 講義 ◎
情報解析学 必修 2 前　 講義 ◎
情報技術者倫理 選択 2 前　 講義 ○ ◎ ◎
テクニカルライティング 必修 3 前　 講義 ◎
アカデミックプレゼンテーション 必修 3 　後 講義 ◎
フューチャープランニング 必修 2 前　 講義 ○ ◎

情
報
工
学

ＣプログラミングⅠ 必修 1 前　 講義 ◎
ＣプログラミングⅡ 必修 1 　後 講義 ◎
データ構造とアルゴリズム 選択 2 前　 講義 ◎
計算機工学Ⅰ 必修 1 　後 講義 ◎
計算機工学Ⅱ 選択 2 前　 講義 ○
応用プログラミングⅠ 選択 2 　後 講義 ◎
マルチメディア Web 技術 選択 3 前　 講義 ○
応用プログラミングⅡ 選択 3 前　 講義 ◎
情報ネットワークシステム 選択 2 　後 講義 ○
コンピュータグラフィックス 選択 3 　後 講義 ○
画像処理工学 選択 3 　後 講義 ○
先端技術展望 選択 2 前　 講義 ○ ○
人工知能 選択 3 　後 講義 ○

シ
ス
テ
ム
工
学

ロボット設計 必修 1 　後 講義 ◎
生体情報計測学 必修 2 前　 講義 ◎
センサ情報処理 選択 2 　後 講義 ○
生体システム論 選択 3 前　 講義 ◎
機械システム論 選択 3 前　 講義 ○
システム制御工学Ⅰ 必修 2 　後 講義 ◎
システム制御工学Ⅱ 選択 3 前　 講義 ○
デジタル制御工学 選択 3 　後 講義 ○
基礎ロボット工学 必修 2 　後 講義 ◎
知能ロボット工学 選択 3 前　 講義 ◎
メカトロアクチュエータ 選択 3 　後 講義 ○
ロボットシミュレーション 選択 3 　後 講義 ○
組込みシステム 選択 3 前　 講義 ○
システム開発応用 選択 3 　後 講義 ◎ ○

共
通

情報リテラシー 必修 1 前　 講義 ◎
情報技術資格Ⅰ 選択 2 　後 講義 ○
情報技術資格Ⅱ 選択 3 前　 講義 ○
フレッシュマンプログラム 必修 1 前　 講義 ○ ○ ◎ ◎
情報システム工学実験Ⅰ 必修 2 前・後 実験 ◎ ◎ ◎ ◎
情報システム工学実験Ⅱ 必修 2 前・後 実験 ◎ ◎ ◎ ◎
情報システム工学概論 必修 2 　後 講義 ◎ ◎ ○
情報システム工学実験Ⅲ 必修 3 前　 実験 ◎ ◎ ○ ○ ○
情報システム工学実験Ⅳ 必修 3 　後 実験 ◎ ◎ ○ ○ ○
卒業研究 必修 4 通年 研究 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

■専門基礎及び専門教育科目のディプロマ・ポリシーに対する関与度一覧表
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域
創

生
入

門

前 期
異

文
化

理
解

現
代

倫
理

日
本

国
憲

法
 

市
民

生
活

と
法

 
現

代
倫

理
 

日
本

文
学

 
九

州
学

 
社

会
学

入
門

 
生

命
と

生
態

系
 

物
質

と
化

学
異

文
化

理
解

知
と

教
養

知
と

教
養

 
Ad

va
nc

ed
 E

ng
lis

h 
A 

En
gl

ish
 A

 
日

本
語

Ⅰ
（

留
学

生
科

目
） 

日
本

事
情

Ⅰ（
留

学
生

科
目

）
キ

ャ
リ

ア
形

成

Ad
va

nc
ed

 E
ng

lis
h 

A 
En

gl
ish

 A
キ

ャ
リ

ア
形

成
 

ウ
ェ

ル
ネ

ス
基

礎
（

工
・

社
）

異
文

化
理

解

キ
ャ

リ
ア

形
成

知
と

教
養

 
ウ

ェ
ル

ネ
ス

基
礎（

工・
社

）
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§ 5-1
―――――
情
報
工
学
科

§ 5-2
―――――
情
報
通
信
工
学
科

§ 5-3
―――――
情
報
シ
ス
テ
ム

工
学
科

§ 5-4
―――――
シ
ス
テ
ム

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

４ 年 次

後 期
卒

業
研

究
卒

業
研

究
卒

業
研

究
卒

業
研

究
卒

業
研

究

前 期
卒

業
研

究
卒

業
研

究
卒

業
研

究
卒

業
研

究
卒

業
研

究

３ 年 次

後 期
情

報
シ

ス
テ

ム
工

学
実

験
Ⅳ

情
報

シ
ス

テ
ム

工
学

実
験

Ⅳ
シ

ス
テ

ム
開

発
応

用
アカ

デミ
ック

プレ
ゼン

テー
ショ

ン

前 期

情
報

シ
ス

テ
ム

工
学

実
験

Ⅲ
 

応
用

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
Ⅱ

 
生

体
シ

ス
テ

ム
論

 
知

能
ロ

ボ
ッ

ト
工

学

情
報

シ
ス

テ
ム

工
学

実
験

Ⅲ
テ

ク
ニ

カ
ル

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

２ 年 次

後 期
情

報
技

術
史

 
情

報
シ

ス
テ

ム
工

学
概

論
情

報
技

術
史

確
率

統
計

情
報

シ
ス

テ
ム

工
学

概
論

 
シ

ス
テ

ム
制

御
工

学
Ⅰ

 
情

報
シ

ス
テ

ム
工

学
実

験
Ⅱ

情
報

シ
ス

テ
ム

工
学

実
験

Ⅰ
 

応
用

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
Ⅰ

 
基

礎
ロ

ボ
ッ

ト
工

学

情
報

技
術

史
 

情
報

シ
ス

テ
ム

工
学

実
験

Ⅱ
情

報
シ

ス
テ

ム
工

学
実

験
Ⅰ

情
報

シ
ス

テ
ム

工
学

実
験

Ⅱ
情

報
シ

ス
テ

ム
工

学
実

験
Ⅰ

情
報

シ
ス

テ
ム

工
学

実
験

Ⅱ
情

報
シ

ス
テ

ム
工

学
実

験
Ⅰ

前 期
情

報
技

術
者

倫
理

解
析

Ⅲ
 

情
報

解
析

学

情
報

シ
ス

テ
ム

工
学

実
験

Ⅱ
 

情
報

シ
ス

テ
ム

工
学

実
験

Ⅰ
 

デ
ー

タ
構

造
と

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

 
論

理
回

路
 

生
体

情
報

計
測

学

情
報

技
術

者
倫

理
情

報
シ

ス
テ

ム
工

学
実

験
Ⅱ

 
情

報
シ

ス
テ

ム
工

学
実

験
Ⅰ

フ
ュ

ー
チ

ャ
ー

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

情
報

シ
ス

テ
ム

工
学

実
験

Ⅱ
 

情
報

シ
ス

テ
ム

工
学

実
験

Ⅰ
情

報
シ

ス
テ

ム
工

学
実

験
Ⅱ

 
情

報
シ

ス
テ

ム
工

学
実

験
Ⅰ

１ 年 次

後 期

情
報

物
理

実
験

 
物

理
学

Ⅱ
 

解
析

Ⅱ
 

線
形

代
数

Ⅱ

情
報

物
理

実
験

 
電

気
工

学
基

礎
 

電
子

工
学

基
礎

 
C

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
Ⅱ

 
計

算
機

工
学

Ⅰ
 

ロ
ボ

ッ
ト

設
計

前 期

線
形

代
数

Ⅰ
 

数
学

演
習

 
物

理
学

Ⅰ
 

解
析

Ⅰ

フ
レ

ッ
シ

ュ
マ

ン
プ

ロ
グ

ラ
ム

 
技

術
基

礎
数

学
 

C
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

Ⅰ
 

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー

フ
レ

ッ
シ

ュ
マ

ン
プ

ロ
グ

ラ
ム

※
　

専
門

基
礎

及
び

専
門

教
育

科
目

の
う

ち
、

D
Pに

対
す

る
関

与
の

程
度

◎
の

み
記

載
※

　
二

重
下

線
は

必
修

科
目

 
 

（
情

報
シ

ス
テ

ム
工

学
科

）

D
P

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ
Ｆ

Ｇ
Ｈ

Ｉ


